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論　　文　　の　　要　　冒
　本論文は飛騨山地福地付近に発達する下部石炭系上部から最下部二畳系にわたる一の谷層の小型
有孔虫化石の生層序を取り扱いラ日本の古生代小型有孔虫化石群に関する始めての総括的な研究で
ある。本論文の内容の主要点を要約すれば次の通りである。
（1）一の谷層は層厚約350mに達する石灰岩を主体とし赤色頁岩を挾在する地層で61の特徴的な単
　層群からなりラ下部呂中部1上部の三部層に区分される。著者は各単層群を構成する石灰岩の微
　岩相を詳細に検討し、その堆積環境を礁湖害バンクラ石灰藻1サンゴ礁などであることと風化残
　留土壌起源の赤色頁岩によって示されるいくつかの非整合の存在を明らかにした。
（2）解析された堆積環境から小型有孔虫の古生態を随伴する他の古生物、石灰藻1サンゴ画コケ虫1
　腕足類などの関係から論じラ開いた浅い礁湖が小型有孔虫の生息の最適条件を提供したことを明
　らかにした。
（3）小型有孔虫の生層序に関しては3，000枚以上に達する多数の薄片によってう47属147種を識
　別しラ各々の種の生存期問を柱状図上に明示した。下部層は最も多数の小型有孔虫を産出するが守
　最下部は特に顕著でう国際対比上の重要な属1種が多数識別された。中部層は全般的に属1種な
　らびに個体数が減少するが，2ヨ3の重要な属1種が含まれる。上部層は再び小型有孔虫に富む
　層準が多くなる。これら小型有孔虫によって諸外国ヲ特にソ連と北アメリカの標準層序への対比
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　を行った。
（堪）識別された小型有孔虫群集は明らかにテーチス海域から報告されたものと類似するが雪特にウ
　ラル山脈ヨモスコー盆地、ドネツ盆地雪華北などから報告されたものを多く含むことを明らかに
　しヲ古生物地理区上の問題点を指摘した。
（5）識別された小型有孔虫の大部分を記載ヨ図示したがヲこれらの多くは本邦から始めてその産出
　が知られたものである。
審　　査　　の　　要　　旨
　わが国の石炭系画二畳系の石灰岩中には小型有孔虫化石が豊富に含まれていることは古くから知
られていた。しかしその組織的な研究はほとんど行われなかった。本研究はフズリナ化石によって
すでに分帯されラその地質時代がくわしく論じられている一の谷層から多数の小型有孔虫を識別し雪
その生層序を樹立した点でヨ極めて価値の高い研究となっている。識別された47属亙47種の小型有
孔虫化石群は諸外国ヨ特にソ連1西ヨーロッパ画北アメリカなどの同時代の模式断面のものと比較
しても遜色がない。これによって従来盲点となっていた日本の上部古生界の生層序学的研究のブラ
ンクの一つが埋められたといっても過言ではなく争生層序学上だけでなくヨ古生物地理区上の貴重
な資料を提供した。最近古生代後期のパンゲアの復元や雪プレートの運動を説明するために古生物
地理区がしばしば利用され、わが国でもこれによって新しい地史の編さんが行われつつある。最近
の傾向としてヨ内容が十分明らかになっていないわが国や隣接地域の古生物学的資料の都合の良い
面だけで結論を急ぐ例が多い。本研究で得られた小型有孔虫化石の資料はヨこのような傾向に対し
て警鐘を発している点も見逃せない。
　なお識別された化石種に未定種の多いことが目立つ争この原因は古くからの従来の研究の欠点に
求められるものが大部分である。しかし今後さらに多数の方向性の良い薄片を得たりヨ諸外国の実
際の標本と直接比較して曾可能な限り改善することが好ましい。
　よって。著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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